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人間の自然観の変遷を考える野外観察プログラムの設計と
その環境教育効果：北九州市貫・曽根地域を例として
野井 英明 1・ 梅﨑 惠司 2
An outdoor observation program designed for learning the history of view of nature 
and evaluation of its effect on environment education: An example of Nuki and Sone 
area, Kitakyushu City, Japan
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ることができる。図２はこの地域の大正 14 年作製１：25,000 地形図である。都市化が進んでい
ない時代のこの地形図では、現代の大規模開発が進む前の時代のこの地域の様子を知ることができ



































































































16 世紀から 19 世紀半ばまでの時期は世界的に気温が低下し、異常気象が頻発した時期で小氷
期とよばれている。そのため、江戸時代には、大飢饉がしばしば発生したが、江戸三大飢饉とされ







饉（1731 ～ 1733 年）では西日本で被害が大きく、福岡藩で 10 万人、小倉藩で 4 万人が餓死し






７）（観察地点８）。曽根新田が完成してから 14 年後の 1817 年（文化 14 年）、台風と高潮によっ




















された 1819 年に第 1 回が行われ、第二次大戦中に中断されたのを除いて、綿々と継続して開催さ















いて、大正 14 年以降、5 つの時期の 2 万 5 千分の１地形図旧版地図を読むことによって考える。
観察会では、この部分は事前に実施するオリエンテーションにおいて、パワーポイントで旧版地図
を提示して説明する。




1940 年（昭和 15 年）：江戸時代の中津街道と平行して、直線的な新たな国道 10 号線ができるが、
それ以外は昭和 15 年になっても、大正 14 年とあまり変わらない。








2000 年（平成 12 年）：10 号線のバイパスが、地形を無視して、貫・曽根地域を切り裂くように通り、
住宅地はさらに密集していく。



















































































































































赤木 祥彦 , 1987, 竹馬川流域の地形 , 歴史的環境 : 北九州市埋蔵文化財調査報告書第 54 集 長野 A 遺跡２　─九州縦貫
自動車道関係文化財調査報告 11 ─ , 54, 11-20.
降旗 信一・高橋 正弘 , 2009, 現代環境教育入門 . 筑波書房 , 221p.
日野 尚志 , 1976, 豊前国田河・企救・下毛・宇佐四郡における条里について . 佐賀大学教育学部研究論文集 , 25 (1), 
189-200.
平川 南 , 2012, 人と自然の関わりの歴史－『環境の日本史』の視座－ . 平川 南編 : 日本史と環境－人と自然－ , 吉川弘
文館 , 1-36.
伊藤 尾四郎編 , 1983, 企救郡誌 . ナガリ書店 , 510p.
樋口 忠彦 , 1993, 日本の景観 . 筑摩書房 , 304p.
菊池 勇夫 , 1997, 近世の飢饉 . 吉川弘文館 , 206p.
木村 親悟 , 2008, 曽根の神幸行事（開作神事）と郷土の歴史─第 190 回並びに北九州市無形民俗文化財指定記念誌─ . 
曽根の神幸祭（開作神事）保存会 , 77p.
小倉市 , 1954, 小倉市曽根干拓沿革史 . 小倉市 , 24p.
野井 英明・太田 泰弘・梅﨑 惠司 , 2013, 黒崎城跡 ( 遺跡 ) とその周辺をフィールドとした野外観察の環境教育効果の
検証と意義 . 環境教育 , 23 (2), 93-104.
野井 英明・太田 泰弘・梅﨑 惠司 , 2017, 人の自然観の変遷を考える野外観察 . 日本環境教育学会第 28 回大会（岩手）
研究発表要旨集 , 89.
政 府 地 震 調 査 研 究 推 進 本 部 , 2020, 地 震 を 正 し く 恐 れ る . https://www.jishin.go.jp/main/pamphlet/junior_
highschool/junior_highschool_low.pdf. ( 参照 2020 年 12 月 26 日 ).
田郷 利雄 , 1994, ふくおか人物誌 ［２］石原宗祐・僧清虚・岩松助左衞門 . 西日本新聞社 , 210p.
トゥアン Y. 著，小野 有五・阿部 一訳 , 2008, トポフィリア : 人間と環境 . 筑摩書房 , 509p.
梅﨑 惠司・惠良 宏 , 2016, 豊前国企救郡の貫氏と長野氏の惣領 . 北九州市埋蔵文化財調査室研究紀要 ,  (30), 1-22.
16
